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説　　　　苑

最近に於ける絹繊維染色化學の問題

小松忠一郎

’1：緒　　　雷

　　　　　　　　　　　　　　　し　　染料化理』は185β｛二W・IL　Pe1・kinがMlしuwhle（Mまmve）礎犯に不総不周α琉ll榊をもつて提

り・瀧に成功して以來、Fu‘・h曲1凝1いてAnll．ine捌ueが獲髪孟され、越えて188｛｝年にはArti－

fi（tiltl　IIId鞠が脇亀B皇しyerによつて17でド間の媛｛｝石∫1：究的實臓IPIり努力ご、莫たの機用ミを要せ

る結恥其σ、含成にJltk功した。爾來llを追ふてi胸1し壼商分予系の染料カミ出來した。斯くして染難1

合成は績出し、是等に鋤する染料分類學研うビも岡1晦に雌められた‘，その染料成分よりCl）考舞は

他口にゆづり、モぐノ畷i’ζ！ζから猛てF匡xrund］ic・li及びNe“vm：ui爾氏の透析法及び限外顯微鏡試験
　　くの　　　　　　　　　　　　・
の結聚、染料溶液cノ）：ノく部分・は（D翼溶享夜、（2）ノド膠質溶液、（3）膠質溶液の3旺に分・割せられ、

從つて粒」への大費さ、苛σ｝分散度、及び荷電llil：等の問題多々あれ＄も仲々杏ごして確建され

ず。

　各種繊維の物理化學的研究は八造絹紳0）深淵なる研究に引漣れて勃興し、絹繊維構造の姐章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しもも蛋白質坐戊の蹴な直邸解縄より更に蓮んで結品性成分及び無竃形成分から構成されて贋るざ云

ふ耐自い研究迄に～更んだ。絹緻維が爾性荷’趨搬で潴髄的に」縫電荷を多くもち、從つて鞭基’匪染

料・には特に親箏！1・隠1…をf∫するこミが已に知られた電氣化學的染色理論の；ず朋去曝llである。然しその

木來の成分から或る成穿身移動、溝失するかによのその綜合系電荷を顧llt的にも亦質的にも異痩
　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ltl

せしむれば苛σ，梁1曽性をit〈！にするこミは金子、小松i楓氏1こよりて研究態表されて贋るo然し蜜

際に絹繊維が自然界に於て溝失、移動の影響を受け易い成分は何であるか、又モれ等のもつ電

荷が何れであつて、その電荷力如何程で凄．，るかは宋だ究明されて贋らず。

　叉光化學的に児て染料の色・染料溶液の色、及び着色繊維の色なるものは潜々の日常生活に

は轡接な關係を有するにも拘らず、之に掛する醜念は從來甚だ漠然たるもので、殊にその定鍛

欄係に麹て｛鍬鍬博ll；・・…綴鋤るに過ぎず．螺繍側熾し鋸るL，kのAmill・

Ae｛d｛よ特に短波」遇紫外線をご蔵く吸改じぐ訳第にMie・・lk・間の結合ノシ脆弱にするものである。

斯かる性質を有するAminn　Aeidより成る繊維及び織物の色の吸Jl父程度、その染蕾色騰の溶液

の場倉に比して襖難総度及び腿色色相成分の光化學的方耐には幾多考慮を要する貼がある。

　斯くして種々怪しき問題が醸虞されてISfるにも拘らず、從來絹繊維は他の繊維に比して一般

染判に鋤する親和力大にして紫界に於て訟り困難鵬置されず、自然等閑覗された形でその染色の

如きも戚行に任せる感がないではない。然し新染料の高分子系型になるtr同陪に絹繊維の物理

化學的構遣及び性質の襖離化研究ミは到底染色化學の奮套を恣にするを恕さず。然し乍ら多岐

多様の魏色化學の問題を述べる慮余白もない。殊に本誌讃者系統から唯々現在の絹繊維染色化學

の概要を訟いて麟繰開係撃徒σ濠甥二資鳩ミ岡博に著者今1菱σ研究σ鋤陶を示さんεす。
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鰻　染色力溝及び染色理論　　　　　　　　　　，

　　ユ．直接染料及び酸性染牙i；1染色化墨

　　　Di1℃et（）（’）ttoll（一；｛ploui：gσ）大部分を占むるものは（－NゴN－）及び（－SO」H）を有しその

　　曹達鞭εなつて居る。叉A｛・id　Cf〕1・レUvsは大部分（－SOI｝H）を含み僅少なるものが酸性拠ご

　　して（一一CO（1）H）を有して屠る。その染着には色索酸の曹1き諺縣（」）－SO3：Nのざして働きて

　　加へられ才こ助剤のC21L峯0雲力く紺繊維の鞭基’i生恨を誘爽せしめ、而もC21「・1（》2　S色素酸xSが置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　換して聾鵜欄が行は櫛ごM・R舐1妃に1913…191昧淋甜る訊1986には
　　E．：Fl6（1氏が1司1叢σ、幾糞を・して1澄る。　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　s（錨トM・・（鑑》1・1…

　　　　　　　　9ilk－1う｝榔十1工轟（），　｛1　Si　lk－IB　tt：　e・112801

　　　　　　　　呂｛lk－Bage・II2　S〈）4十e‘）lonト：｛｛・icl，：NIし2S｛】k－：Bau〔Ψ・CdOm・s－aei〔1十N巴し2　SO星

　　、然し動物性繊維は綜合系には陽に｝iv撃電する故に、水溶液の陰性コロイドの性質を霧する直接

　　染料は雌のC2皿I　O」0）如き酸添加によつて染着が促進せられ、’Na，i　So，tの如きは染諮を緩和す

　　るもσ）ご解されるも米だに鮮［ILIで・ないo
　　　　　　　　　　　　　（・q）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　’「反之1924　’1・：・R・Tl賢｝tm巨mは次の如き實験を’試みたの自1篤、セ毛のNH2をHNO凄にて除き・普

　　通條件Jドに於てAeid　C〔｝iぐ）ml呂IL：　bc染色せるにそσ）染吉量は1：“rj者等しtrty結築セ得、之によつて

　　浦ll記］1・It’olt：及び：E・F16d爾氏σ）｝言1舎を反駁して居るo

　　　然し単毛のAmiuo　A｛・idを形成するA顧：lilltiはH冠（1）2による作用緩慢である。」．】1，，9V）・
　　　　Ctl；
　　e磁mah及びE・Seott附氏は此撮1｛に立脚して激烈t、｝；’I　INOeによりて羊毛のNH2を完発に除壷

　　て染料親羽！の比較試験を試ぞ入て著しき楓異あるを饗見してE．F‘）lt及び瓦飼8d爾氏の説に

．　　一段ミ根擦を灘くした。　然し紺繊維に於て此の’IINo3（y、｝選：脂力は果してArghlinQの［Nr｛，，の

　　みを浸害して他には何鵬厚がないのであるか。HNO2還元α）矯に生成された酸の加水分解｛ケ三用

　　め爲・作JIHを受け易いAmin｛，　A‘・idがNHコに代るぺき水に可淋性結合111扮を喪タeせるため

　　にはあらざるか。此庭に多分の疑を揮入したいのである。

　　　然し魔際問題ミしてAeid　Cc，1（｝urg，　D1reet　q）tfω1（’：ol。ursの染色には（：2　II，　（／）：、，　If，，　SO4の如

　　き酸の添加、Na　C］，　Na2　S（》・1の如浄中性鞭の添加は峡くべからざる腱理方法ミして屠るも、そ

　　の獺が染料締湘灘脆イヒに凱て如何なる影鞭あるかも充分に翻す噸こ巽思ふ・
　　」．B・Speakma11は1936に各種繊維σ）構捲上に於ける相5璽及びPHの攣化、温度σ）上昇、申性

　　鞭添加によつて齎される繊維の微細隣捲一1二の攣質が如何なる程慶に羊毛繊維εAeid　Co1〔｝itrrs

　　ミの結合速度に彬響するかを研究されて屠るも、絹繊維の構造上には之が影響如何。

　　2，騨塞性染料染色化學

　　　Bagic　Col‘m玲は‘」Ch】’c｝m‘〕phn…r”ミし｝C－N＝N－、＞C鷲（）、＞C瓢S、＞C灘NOH、－Nr　．＝　O　s

　　＞c－NH・メ・－c・・－N＜1：；－N一苓一物踵総鮪す購1碍穐瀬糊の轍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　瞳・硫酸鞭、硝酸鞭、磐酸鞭、若くはZn（』｝leεσ）趨購で遣昼｛腫性原子團即ち“Auxoeln’（｝meり」px’導

　　入され、之に一CH、－NH2、－NHR、－NR2（1吻1き浩鞭性原子團即ち“Aux‘｝ehr‘，111e”が導

　　．入されて屠る。而もそのM「L）はそのH環子の：1－2をCH3、　C2　H5、　C窃H昼の如き有機根に

　　て置換・れ甜・も・・もあ・・斯…徽・㈱・・く撒II・の染糊係嚇・て（・・888

　　にE．：Kuedltが次の様に説いて居る。帥ち絹繊＊：ffiの（－CO（）II）及び（｝NHのは（一CO

　　－一一NII－）の形こして包圃されて居るも、加熱其他操作によりて易く遊離状態になして次武の
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如く考へられτ居る。

　　　　　　　（；（）OII
　　　　　櫓柚，…仙1・Url玉細1C1・S“kA・・｛d・・珈lr撫、。ト：1淵

隅・伽M・9輪・・C・y・・idi・・汲び（J・ystttl　Vi・1・噂の溶灘以つ・〔糸襯維嫌めて謹

嫌淋｝。染料測’搬の：mゆ嚇猫α・を認めナ・の舳る。然し1轍にして液申の水索

材ン灘洲飲して蜘肇捷灘ならしめ燃・染湘ll鮭くするのであるε蠣定には除りに

研鋤馳があり1紺ぬカ・識白琳來の性質力・働に酸、・ルカリに凱で力llフ紛鰹れ易

い故に・果して（－COσII）・（－NHの等の破壊、遊離が豫期通り瀧行するのであるか、叉

←N’Hl，）椥）遊離1批のb’a：　ie　〈）ol・・1・f・の染糊棚に｛痢等脚讐1糖かに至つては顧られな

い゜叉淵度・li＄・　MJ　，及び染料粒子の分散度の憂化に就いては慶外覗されて居る。

　13麟CC｛〕1qurs’の1博遷ざしては色相の鮮麗なるものが此種染料中に也含δれて1li｝るこt“、蚊

に驚h】etori旧1）｛・）Wc，rの大なるこt“がその需要堀加の一伝！である。然し一而紫外線及び膿擦に

調馬する耐久力乏し嚢を飲顯εする。此の利霧的性宴せのll、1來する慮が如何なる戊分によるか、如

何なる光化學的攣化に基くかは未だに究明されず。殆ん＄成行に任してある。恐らく此の瓢liは

絹繊維にlhまらず他の溜准1べての繊維も岡楼の脹1みを1沁慧ie（］elemts染色上｝こ持つて居る。從

來此の樋繍働分牌1セ1臓測こしbCは・M…k1・・1　W漁・，（漁踊湘礁イ也幾多卿F

究あ梗も鯛・縦的呪のでなく誰糊ゆ鰍課より備渤珊究を・92ト、926
になされたるも染料の光化學的縫化、（－COO：H），（－NIIの等のA，｝11il）O　Acidの光化墨的分

解による弊書等には鰯れて居らず。痔々ξしては此）ケ顧にも期待をもつものであるQ從つて此

の耐光度増蓮腱理方法Sしては（lral）owt　lci’：，　Zille　P‘，lygh1α、satし牲，其他2－3方法あれさも絶鋤

的｛剛直のあるものにあらず。現在のlla：　ict（；c）1帆鵬に獅するll欝妊1よ丁度外襯の美を欲して素質

を吟i床・せざるlt／Rがある0

3，媒染染料染色イヒ學

　堅傘染であるこごtr、媒染染料の大部分がAZO－C｛痴ur3であるが故にその染色及び還元

性載染剤によりて局部的蛾染を行ひて解織によりて飛白模襟顯出に種々tt一適するこε零に’ 謔

て最近頓に銘ll思切膿姪用肉総織吻の繰綜染に盛んにM‘）rdmlt　C｛》L、u縣が慮用せられる。此の

M・・d・・…1・…の糊脚・關しては珊・一調・㈱の研微なし・繍燃法に

關してはb蕎が蓑山衡21S　L“が昭和7年より昭和11年にかけて（1）KCr（1（）4）2の用蟹εCll1・ome

の固灘鼠2）細　；1浦肋影繍（3）搬の脚黛、㈲中慨駒影瓢（5）韓度の影響、（6）

（Cra　03）ε（1’Os）ミの圃着比、（7）（Cr：　03）固瞥量翻刷申度εの關係、其他AluminiUm　馬

媒染等に就いて’報告’して1晋るo

　元より媒染染料自髄こして（rk　・一般に色薄く、繊維に覇’しては親和力ない1ナれきも、2－3の例

　　　　　　　　　　　　　　　　t）｝！

外を別・じ醐…ill　O：88：◇一゜II睨礫…働（一・・H）を…li・の雌に保

有し・其の1簡はChromoplユ〈｝r（）（」＝O）に鋼・してorthQの位置1こあつて之が金醸i媒染剤ミ

結合して不1容性レーキを作るミ見徹され串C贋る。．然し此の媒染麩理による染色の商い堅窄度が

何に由來するか，叉媒染剤ε結合して生成せる不溶性レーキの繊維への染蒋を如何に解すれば

宜いか、何れも未知の問題ごして残さオ’ビC壌｝る。

　金圃媒染剤εしては種々あるけれ3も比較的廣くJil－」　（〉られて贋るものはChr（｝me，1’rcm，及び

Aluminium等化合物の三者であつて、就中最も實用に供されるものはChr｛｝me（JOinlx，）undsで

ある。「i而もltlaイヒ合睾勿巾、　Cr2　CI2（（．）1D4、Cl’2（呂（．）垂）（〈：L）’Hlt｝02）1、Cr2　NQs（C21・1，（）．2）22（OI｛）3

及びCl・L，（LSOD，，　i　I込SO置2虹r墨0が絹媒染に用ひられるL、　是等の比較吸曽量、染書壁i及び
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是等媒染による吸普不溶｛瓢…レ・・一キの光化撃的研究も興味ある問題である。

4ミアィス染料・染色化學

　Ice　Ct｝IOiti・s中INTaplitl｝c）1　AS類使用のものは其色相鮮美堅皇iこにして實用的のもU）多く・　而

も下漬簡易にして儂格もJ；ヒ較的妥債なる故に近｛i三盛んに蟹用され、絹繊維にも腱i川せらるるに

到つたo｛然し絹繊稚に励1する最近（L）報文こして1よ1935に1－1．Gδrliehのものがあるo他に｛よ除

り基礎的報丈を認めない。尤もllkのN・・pl・thol　C・）1・1・・s四鰍撫醜i痛慮川に枷・て1935に

　　　　　（lt）
T．C。　Tute1由Bが比il吸1的諸條件を鵬げ¶C叢衷して暦る。此のll蓄峰件は矢張り絹繊尉k上に於ても

大同小異であつで必要のこごである。然し（u）下漬滑の影耗理i〔（1）アルカリ濃度、（2）NLph－

tho1の濃度、（3）Nし1｝hth（》】の種慰〔、（4）温度、時間の影響、（5）1｝ll頃類の影響〕（｝｝）下漬布の

乾燥、（の察中曝踏、（d）光線の影響、（の顯色剤種類、（f）有機酸類添加影響、（9）及び薦

理剛の影響等は無論操1乍上の問題なれεも何導の，1，’）ataをも艘憂めたるものを児ず。爾叉（1）

下漬硲の過剰アルカリ、及び顯色浴の過剰のNI脳く）」が絹辛宗構避に如何なる影響を’及ぼすかゼ

（2）それが色相渡顯に如何に影響するか、（3）雄成色素は如何なる性質をもち、之が染宇㌻理論

Eして如何に論1駈すべきかに至つては緬ぺて今後の問題’C“ある。

III染料の膠質化學的問題

　染色理論を何れに蹄結するにせよ染料粒子の存在1ま見逃すこ’ex　at出來ぬ。　W．］l／．　Perkillが

Mauv♀illo褒見以來今日に翌る各種襲料は盆々その構巡多岐多條で高分・ヂ系のもの多くなり、

粒子の大さは耽κする一方である1嬬を倹たぬ慮である議1保より云へば水洗に塁ナする堅牢度

は』曾すも不均染性なる勘まぬがれぬ。

　慮で染料染色の要は溶解b染着迄は｝II來る限り粒子は小ざなりs染蒋後は齪雛する夕下部因子

（温度、時1甑溶液のPH蟹等）によりて大ξなるを要す。此1蟷に於て高分子系のものの染色

には考慮を多ざせざるを得ない。

i）　染料粒子の大さざ染：剤生
　　　　　　　　　　　　　（：「）　L
　之に關しては1935にB．E．　Rt）seは化學構遽の類似せる1》し，1エtamiue　Rしsb　Re｛181うL蔦P｛，nt－

amine　Fast　R・d　8RNLの精製せるものをえらび、1．lrl，i　l二　6．25g　NしCIを含む染料溶液に就い

て各濃度に於ける染判・粒予の大さを測定せるに次蓑に示す如き結9ktを得1たo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　oH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　l
F“”t　PNecl　8BL；NELC）3　，S｛：〉一”’N＝；N一く♪－N篇N l：〕り一N∴。。一：：二〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　aO3　S
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　　　　　　　　　一巌11・co一ぐ…一〉

　勘」ち均染染料たる騎Red　8BI・は低澱度に於て分散度高く、B．　Rに於て殆ん♂分爺曝度に分

散し、反之，Rod　8BNLは25°Cに於て常に凝集し、8〔）”C迄は更に影響なく、粒子の‘ド窪は25

×10幽岡§cn一19　x　1〔｝－Setrtである。更に95°Cに上昇すれば11、3　x船醐q“‘nごなる。

　　　　　　　　　Telllp．　　　　　’　　　　　　　　　　　　Dite．　【）f　PLtvtiel

　　　　　　　　　　c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　el｝t

　Bed　SBNT，：－　　　　　 25　　　　　 6et「　，OOO　　　　　 25，3x10－，9

　　　　　　　　　　SO　　　　　　　26，700　　　　　　　25．Ox10－A－．－19×10－s

　　　　　　　　　　guv　　　　　　　　5．800　　　　　　　　1：L3×10　・s
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　IM　81；11；一　　菖。　　蜘0　　13．7×10－8

　　　　　　　　　　6静　　　　3．900　　　10，2×10－9　　脚

　　　　　　　　　　SO　　　　3．000　　　　9．3×10－ES

　　　　　　　　　　95，5　　　2．700　　　　9．0×10　“一　Lg

　然しDireet〈：otton（Jolc，）urtは晋通染色淵度にては17　x　1〔｝・・sより大ならさる1除牲があつて、

叉温度上歩ltによつてその粒予の大さが非常に痩化し易いものもある。斯くし一C此腱に述べられ

た取：正O聞獄欲なるもの力獺繊維に浦燃れるのであるか。それεも之より小なるも伽・

濾足されるのであるか。叉1也の染料に就いては如｛ilr。絹繊維構戒するMiGellc間隙の大さは如

何・尚それ」窪粒子のノくさ・之ご鋤照する繊維Mieelleの間隙の谷Coiiditionに於ける鍵化等、

署々の：ISF　E］を奇次でるll｛』｝趣が多い。　　　　　　　　　　　　　、

ii）粒κ）分散度向上　　　　　　　　　　　　　　：

XVo．…w・・1dやlll、！・1幡轍脇1紳燃によるC。119。酸y“、・の轍脚上を色繊化にて

共の結襲を示して屈る。自iJちKC1，　CaCL及びC簸X（λゆ2等の添加によりてPHを鍵化せしめ

て色調慶化を調識したる糸1警襲を借りて示せば次の如くである。

　（1）　KC1による毒蔓色魔瞼結；ki（25℃）

　Kα湘1魔　　　最初凝闘響勿を認むる迄の1劇｝11　　　上澄液色　　　　凝固1勿色

1滴
磐〃

4〃

8〃
16ク

　　　　　　　　　　　　　　　管　・色　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　次青色

24時間後に於て認めず　　　　　　汚旗色

　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　薫　　也

　1c．c．’　　　　　　　　120分　　　　　　　　　　明赤色

　2〃　　　　・　　　　　1分　　　　　　　　　　　〃

　3〃　　　　　　　　・10秒　　　1　　　　　赤　色

・　4〃　　　　　　　　　〃　　．　　　　　　　微赤色1

　5〃　　　　　　　　　、　30秒　　　　　　．　　　　　　〃

　6〃　　　　　　　　　、　〃　　　　　　　　　　　　無

　7〃　　　　　　　　．　　　〃1　　　　　　　　　　　　　〃

　8・e「　　　　　　　　　30秒以下　　　　　　　　　　　〃

　9〃　　　　　’　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃

　10ク　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　ク

何れも濃轡色

（2）　　（）翫Cl　lこよる墾塗色實験結舅ミ：　（25°C）

C“CI注加漁　　　　　　2時聞後の凝固物欺態　　最初凝固物を認むる迄の時岡　　　　　P亘

　1滴　　9　　　　　　轡色微細凝固物　　　　、

，2〃　　　　　　　　　　　〃　　　〃

44・　　　　　　　　　　〃　　　〃

s〃　　　　　　　　　汚轡色　〃

16　ll　　　　　　　　　窪赤色　〃

1c、c，　　　　　　　　　赤　色　〃

2〃　　　　　　　　　　　〃　　　〃

31r　　　　　　　　　捲赤色　〃

4〃　　　　　　　　　　　〃　　　〃

5〃　　　　　　　　　錐斑色　〃

　　　　　　　　　　　　6．4

　　　　　　　　　　　　6．2

　　　　　　　　　　　　5，9

注力1職後　　　　　　　　　　5．s

　　　　　　　　　　　　5．7

　　　　　　　　　　　　5．6
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　（3）　Ca（N（九）2による握塗色！建馬愈結駆と

　　Ca（国Olの2浬加最　　　　　　　最初1疑II旨F吻か認むる迄の時岡　　　　．　　　　　　f：澄液色

　　1滴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麿ω疑固物tlげ

　　2〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thtcg　色　ク

　　4〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　8〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禍　色　〃

　　16〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶽褐色　〃

　　1c・e．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　a

　　2〃　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　涼　色　〃

　　3〃　　　　　　　　　　　　　　　　漁加直後　　　　　　　　　　　　〃　　　e

　　4ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　〃

　　5〃　　　　　　　　　　　　　　　剛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　〃

　　6〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　〃

　　7〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　〃

　　8〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・　　　e

　　9〃　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　〃

　　104・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　〃

　以上に於℃分離せる凝醐物の容積は赤色調の柵減に密接の關係を有す。赤色調の極，Klは凝固

物獺の翻・に柵糺曙つて、その色鰻化を醗1麹に示すため1二・Spelgt，。cl。・、，。9，。ph

nach　Goldberg°’によつて昏反慮姐成物の吸牧スペクトノレを欝き示して腸る。

　斯くし一C　（fOngo　meゾルに就いて其の分散性（色調）ミPHミの彫局係は大なるものがある。從

つて吾々の日常のilldicator　Sして使用せられるものには勿論・其他各染料にも之に相當する

結果在り得ぺく、染色の鮮調、鮪調を左右すぺき事項には此の分散性を考慮に入れるぺきであ

る。es－一面溶液中のCation，　AnioiJは共に蛋白質のAmin（》Acicl加水分ffj肇に大影響を及ぼすも

のであるから、P．1’feifferの論及せる様に中性騨添加の揚合には避等爾イオンの損和的影響を

示すものであるざすれば、乏による錯雑なる呈色墨常も相當あるものミ見倣さるべきである。

IV　結　　　論

　絹繊維構成のAmillo　Aeidの分離櫨出さへも未だ発全ε云へず。其の構遣についても諸學

者によ？て物理、化學の爾機より著々の納轡し得る様な結果を示され、吾々學徒には常に氣強

さを庸るこSなれ劇鞭未だ多分の仕｛關艦れ曙る講近代翻1物染料1纈る難
多岐慨って屠る。從つて之礫幽1聡する染色化學吐に脚論齪訂よo，2一が縦櫛r

究には砂からざる努力を必要ざする。

　而して以上諸問題に封する著者等の今後の研究が、延いて網懸構燧究明及び人澁繊維製蜷．ヒ

に噺幽を鮒る鰍のある畦俊つのみである。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於上田澱綜專門墨校）
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